
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 T3037 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ３ ３年次 
Revised COMET 

English CommunicationⅡ（数研出版） 

 

１. 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

   ・ＳＰＥＡＫＩＮＧ  ＷＲＩＴＩＮＧ  ＬＩＳＴＥＮＩＮＧ  ＲＥＡＤＩＮＧ という 

     ４技能の力をつける授業である。そのため聞いたり読んだりすることを基に情報や 

     考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行う。 

   ・英語の語彙や文法については実際どのように使われるかを理解して学習する。 

   ・音読は大切な練習であり相手にきちんと伝わるように練習する。 

 

２. 学習の到達目標(ＣＡＮｰＤＯリストによる当該学年の４技能の到達目標) 

【３年次】履修科目：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目･評価 学習到達目標 科目･評価 学習到達目標 科目･評価 学習到達目標 科目･評価 

・自分のことや身

の 回 り の こ と

を 、 メ モ を 参考

に し な が ら 簡単

に 説 明 や 紹 介を

す る こ と が でき

る。  

・事前に準備した

上 で 、 日 常 的な

事 柄 に つ い て正

し い 表 現 を 用い

て 質 問 し た り応

答 し た り す るこ

とができる。  

ス ピ ー キ

ン グ テ ス

ト  

・自分のことや身

の 回 り の こ とな

ど の 紹 介 文 を書

く こ と が で き

る。  

・身近な話題に関

し て 読 ん だ り聞

い た り し た 内容

に 対 す る 意 見や

感 想 な ど を 簡単

な 語 や 基 礎 的な

表 現 を 用 い て書

く こ と が で き

る。  

定期考査  ・日常的な事柄に

つ い て 、 決 まっ

た 表 現 で ゆ っく

り と 話 さ れ れば

内 容 を 理 解 する

ことができる。  

・ゆっくりはっき

り と 発 話 さ れ

る 、 会 話 文 の内

容 を 理 解 す るこ

とができる。  

ス ピ ー キ

ン グ テ ス

ト  

・基礎的な語や表

現 を 使 っ て 書か

れ た 紹 介 文 や物

語 を 読 み 、 挿絵

や 写 真 を 参 考に

し な が ら 内 容を

理 解 す る こ とが

できる。  

・日記文や待ち合

わ せ の 時 間 や場

所 な ど の 日 常的

な 内 容 が 書 かれ

た も の を 読 み、

内 容 を 理 解 し質

問 に 答 え る こと

ができる。  

定期考査  

 

３. 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観  

点  

コミュニケーションへの  

関心・意欲・態度  
外国語表現の能力  外国語理解の能力  

言語や文化についての  

知識理解  

実
施
方
法 

主題について，知ってい

ることを発言しようとし

たり，聴こうとしたりし

ているかを評価する。  

ＣＡＮｰＤＯリストによる 

SPEAKING,WRITING の目標

を的確に評価する。 

ＣＡＮｰＤＯリストによる 

LISTENING,READING の到達

目標を評価する。 

英語やその運用について

の知識を身につけ文化な

どを理解しているかを評

価する。  

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。  

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。  



※令和３年度以前入学生用 

４. 学習の活動 

単元 内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

 

Ｌ１  

  

４月  

５月  

 

そう遠くな

い将来、宇

宙へ行ける

日が来るか

もしれな

い。宇宙で

の滞在と私

たちの普段

の生活の違

いを考え

る。  

 コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

・宇宙での生活と地

球での生活の違い

について，知って

いることを発言し

ようとしたり，聴

こうとしたりす

る。  

・宇宙に関するスライ

ドを見せ、自分の知

っていることや宇宙

と地球の違いを発言

し共有する。  

・自分の考えを発言

したり，人の意見

を聴こうとしたり

する。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語表現の能力  

・動詞の目的語とな

る that-節のはたら

きを理解したうえ

で，英文を完成さ

せることができ

る。  

・課題を提出させ一定

の基準を満たすまで

取り組む。  

・教科書の表現「 I 

heard about that. /  

Are you sure ?」や

that 節などを用い

て，場面に合った

やり取りをするこ

とができる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語理解の能力  

・本文中の代名詞が

指す内容について

理解できる。宇宙

と地球での生活に

は様々な違いがあ

ると予想されるこ

とを理解する。  

・ワークシートを利用

し本文の内容につい

て答える。  

・代名詞が指す内容

について理解する

ことができる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 言語や文化についての知識理解  

・動詞の目的語となる

that-節のはたらき

を理解している。宇

宙と地球の違いにど

のようなものがある

のかを理解する。  

・テキストの設問を利

用し本文中で用いら

れている意味や用法

を確認する。  

・ that-節のはたらき

を正しく理解する

ことができる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 

単元 内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

 

Ｌ２  

 

６月  

７月  

 

日本の漫画

であるドラ

えもんがア

メリカに渡

った。アメ

リカに渡っ

たことによ

り、日米の

ドラえもん

にどんな違

いができた

のかを知

る。  

 コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

・ドラえもんがアメリ

カでも人気があるこ

とについて，思って

いることを発言した

り，しっかり聴こう

としたりする。  

・海外で読まれてい

る日本の漫画に関

するスライドを見

せ自分の知ってい

ることを発言し共

有する。  

・思っていることを

発言できる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語表現の能力  

・want ＋（人）＋ to 

不定詞の意味や用法

について理解したう

えで，英文を完成さ

せることができる。  

・課題を提出させ一

定の基準を満たす

まで取り組む。  

・want ＋（人）＋ to 

不定詞を適切に使

用して英語を書い

たり話したりする

ことができる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語理解の能力  

・want + (人 )+ to 不

定詞が使われた英語

表現を正しく理解す

る。  

・ワークシートを利

用し本文の内容に

ついて答える。  

・want + (人 )+ to 不

定詞が使われた英

語を読んだり聴い

たりして正しく理

解することができ

る。  

授業での取り組み  

定期考査  

 言語や文化についての知識理解  

・want + (人 )+ to 不

定詞の意味や用法を

正しく理解する。  

 ・日本のマンガが海

外で受け入れられて

いる理由について知

っている。  

・テキストの設問を

利用し本文中で用

いられている意味

や用法を確認す

る。  

・want + (人 )+ to 不

定詞の意味や用法

を正しく理解する

ことができる。  

授業での取り組み  

定期考査  



※令和３年度以前入学生用 

単元 内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

 

Ｌ３  

 

９月  

10 月  

 

シンガポー

ルの新しい

農法、空中

農場につい

て  

 コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

・教科書に出てくる

表現を使って自分

のことを話した

り、相手のことを

聞いたりしようと

する。  

・教科書のアクティ

ビティを活用した

ペアワークなど。  

・コミュニケーショ

ン活動において、相

手と協力しながら会

話を続けることがで

きる。  

授業での取り組み  

 外国語表現の能力  

・疑問詞＋ to 不定詞

を用いて自分のこ

とや物事を表現す

る。  

・課題を提出させ一

定の基準を満たす

まで取り組む。  

・疑問詞＋ to 不定詞

を用いて自分のこと

や物事を表現するこ

とができる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語理解の能力  

・疑問詞＋ to 不定詞

を用いた文を読ん

だり聴いたりし

て、内容を正しく

理解する。  

・ワークシートやリ

スニング教材を利

用し本文の内容に

ついて答える。  

・疑問詞＋ to 不定詞

を用いた文を読んだ

り聴いたりして、内

容を正しく理解する

ことができる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 言語や文化についての知識理解  

・疑問詞＋ to 不定詞

の用法を理解す

る。  

・シンガポールで取

り入れられている

未来の農法につい

て知る。  

・テキストの設問を

利用し本文中で用

いられている意味

や用法を確認す

る。  

・疑問詞＋ to 不定詞

の用法を正しく理解

することができる。  

・垂直農場の利点を

理解できる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 

単元 内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

 

Ｌ４  

 

11 月 

12 月  

  

目標を設定

することの

大切さ、目

標達成のカ

ギ、目標設

定のポイン

ト  

 コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

・教科書で取り上げ

られている表現を

用いて、クラスメ

イトと会話を続け

ようとする。  

・教科書のアクティ

ビティを活用した

ペアワークなど。  

・教科書で取り上げ

られている表現を

使って自分の意見

やなどを適切に発

言できる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語表現の能力  

・分詞構文の意味や

用法について理解

したうえで英文を

完成させることが

できる。  

・課題を提出させ一

定の基準を満たす

まで取り組む。  

・分詞構文を用い

て、物事を説明す

る文を作ることが

できる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語理解の能力  

・分詞構文を用いた

英文を読んだり聴

いたりして、内容

を理解する。  

・ワークシートを利

用し本文の内容に

ついて答える。  

・分詞構文を用いた

英文を読んだり聞

いたりして、内容

を正しく理解する

ことができる。  

授業での取り組み  

定期考査  

 言語や文化についての知識理解  

・分詞構文の意味や

用法を理解してい

る。  

・本文を読み、目標

を設定することの

大切さを理解す

る。  

・テキストの設問を

利用し本文中で用

いられている意味

や用法を確認す

る  。  

・分詞構文の意味や

用法を正しく理解

することができ

る。  

授業での取り組み  

定期考査  

 

  



※令和３年度以前入学生用 

単元 内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

 

Ｌ５  

 

１月  

２月  

 

三重県にあ

る高校生が

料理を作る

「よごの

店」という

レストラン

で働く女子

生徒の日記  

 コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

・自分が就きたい職

業やその理由につ

いて発言したり，

しっかり聴こうと

したりする。  

・自分の就業経験や

そこで感じたこと

を発言し共有す

る。  

・他人の発言をしっ

かり聴こうとす

る。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語表現の能力  

・形式主語 (It)の用法

やそれを用いた文

の構造について理

解したうえで，英

文を完成させるこ

とができる。  

・課題を提出させ一

定の基準を満たす

まで取り組む。  

・形式主語 (It)の文を

使える。  

授業での取り組み  

定期考査  

 外国語理解の能力  

・本文中の代名詞が

指す内容について

理解できる。  

・Kumi が自分の仕事

をどのように思っ

ていたかや，それ

に対する先輩のア

ドバイスの内容に

ついて理解でき

る。  

・ワークシートを利

用し本文の内容に

ついて答える。  

・代名詞が指す内容

について理解でき

る。  

授業での取り組み  

定期考査  

 言語や文化についての知識理解  

・形式主語 (It)の用法

やそれを用いた文

の構造を理解して

いる .   

・将来職業を選択す

る際に，どのよう

な点を考慮すべき

かについて知って

いる。  

・テキストの設問を

利用し本文中で用

いられている意味

や用法を確認す

る。  

・職業を選択する際

に，どのような点

を考慮すべきかに

ついて知ってい

る。  

授業での取り組み  

定期考査  

 


